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1．はじめに   

本報告の目的は，経済政策決定支援システムのプロトタイプの一例についてその基本仕様  

を述べることである．前回の報告で，経済政策決定支援シコテム（decision support  

system†0r eCOnOmic policies）の定義を示し．その政策科学的意義を考察したか，プリミ  

ティブなしベルのプロトタイプを構成し，次第にソフィスティケートされたものへと発展さ  

せてい＜方法で，基本仕様を具体化してゆきたい．   

今回は，最もプリミティブなしベルのプロトタイプについて述べる．経済政宗決定支援シ  

ステムは．本来，一因の経済の制御という政策的課題に応えるようなものでなければならな  

いのだが，この端緒的なプロトタイプでは，特定の地域の産業構造と技術構造について，産  

業間レベルのモデルを想定する．このような主題には．産業連関分析か利用できるのだが，  

任意の地域について産業連関表か手に入るわけではないので，特に地域経済を念頭に置＜場  

合には，産業連関表か存在しない場合にも利用できるモデルか便利である．   

この方法は，産業連関分析に取って代わるものではないガ，別の一つの方法ではある．  

2．経済政策決定支援シコテムのブロトタイプのシュテム構成   

経済政策の決定という一種の社会的意思決定を支援する意思決定支援システムであるとこ  

うの経済政策決定支援シコテムは，ただ1人の政策決定者を支援するというようなものでは  

ない．従って，ただ1台のパーソナルコンピュータで完結するシステムではあり得ないよう  

に思われる．多＜の人々の英知を結集することガ可能となるためには，少な＜とも榎数の  

ユーザを結ぶようなシコテムである必要ガあるだうう．このようなシステムとしては，コン  

ピュータネットワークの利用ガ考えられる．   

完成された経済政策決定支援システムのシュテム構成ガどのようなものに成るべきである  

かは現在の段階ではまだ結論を出すことはできない．しかし，複数の人間によって同時に利  

用可能なシュテムである必要ガある．したがって，最も簡単なプロトタイプを考える場合に  

も，少な＜ともそれガネットワークを成している必要ガあるように思う．   

このようにプロトタイプのシコテム構成を考えると，それをクライアント・サーバシュテ  

ムとして構築するのか良いのではないかと思われて＜る．  
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最もプリミティブなクライアント・サーバシステムは，1台のサーバと1台のクライアン  

トから成るシステムである．このプリミティブな構成では，ユーザは1人であるガ，複数の  

クライアントを接続することによって，容易に複数のユーザで同時に利用するシステムに拡  

張することかできる．   

従って，ここで考える最も単純なプロトタイプのシステム構成は，1台のサーバと1台の  

クライアントか5成る最も単純なクライアント・サーバシステムである．  

3．プロトタイプに実現されるべき機能   

サイモンは，意思決定を，意思決定前提から結論を導き出す過程として把握し，経営管理  

は意思決定にほかならないとした．サイモンによると意思決定プロセユは次の3つの局面に  

分類される：①情報活動・・・問題の発見 ②設計活動‥・行動案の策定と結果の予測，  

③選択活動‥・結果の評価と望ましい代替案の選択．   このようなサイモンの3局面  

を経済政策について考えると，経済政策にあける意思決定すなわち経済政策決定は次のよう  

になる：①政策的介入を必要とするような経済上の問題の発見，②政策立案と政策効果の予  

想（複数の選択肢を用意する），③最も望ましい効果ガ予想される政策案を選択する．   

この経済政策決定の3局面を支援するものか経済政策決定支援システムである．  

4．1トTHENルールによる経済モデル   

経済モデルを】FイHENルールで表現する．モデルの含意は決められた推論規則によってこ  

の膵一TH巨Nルールから導かれる．経済モデルは制御の対象である経済の構造と政策体系（政  

策手段と政策対象）を包括的に把握するものである．経済政策決定の3局面のうち②の局面  

において基本的な前提となる．経済モデルをIF一丁H巨Nルールで表現することはコンピュータ  

による推論を容易にする．  

5．WindowsNT上l＝プロトタイプを構築する理由   

WindowsNTはプリミティブなクライアント・サT／Vシステムを構成する場合に利用できる  

最も優れたOSの1つである．NTを使用したクライアント・サーバシステムは容易に拡張可能  

であるから，今後ブロトタイプを次第に拡張してソフィスティケートされたものへと発展さ  

せて行＜際にそのことを容易にすると考える．  
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